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時 
5校時 1:30～2:15
教室

１年 たし算(2)

with学生教育ボランティア

1:30～1:45各教室

５年 いちごタイム

４年 いちごタイム

モジュール

給食・清掃・昼休み
12:15～1:25

４校時 11:30～12:15
教室＆第２学習室

３年 あまりのある
わり算

5校時 1:45～2:30
教室＆第１学習室

６年 分数のかけ算と
わり算(2)

少人数指導

習熟度別
２学級→３コースで
行います。

習熟度別
２学級→３コースで
行います。

少人数指導

３校時 10:40～11:25
教室＆第２学習室

２年 かけ算(2)

少人数指導

均等割
２学級→３コースで
行います。

5校時 1:30～2:15
教室

１年 たし算(2)

with学生教育ボランティア

1:30～1:45各教室

５年 いちごタイム

４年 いちごタイム

モジュール

1:30～1:45各教室

５年 いちごタイム

４年 いちごタイム

モジュール

給食・清掃・昼休み
12:15～1:25

４校時 11:30～12:15
教室＆第２学習室

３年 あまりのある
わり算

5校時 1:45～2:30
教室＆第１学習室

６年 分数のかけ算と
わり算(2)

少人数指導

習熟度別
２学級→３コースで
行います。

習熟度別
２学級→３コースで
行います。

少人数指導

３校時 10:40～11:25
教室＆第２学習室

２年 かけ算(2)

少人数指導

均等割
２学級→３コースで
行います。

 西東京市立芝久保小学校 研究発表会 
 

 学 習 指 導 案  

学年順に載せてあります。 

単元の指導計画と本時の要点をまとめました。 

程 ; 本日は全日授業参観日となっております。研究授業は３校時開始です。 

平成 15年 11月 28日(金) 

研究主題 



こ

1年生 たしざん（２） 教科書Ｐ．６７～７４

単元の目標
●１位数と１位数をたして、和が１１以上になる加法の場面と計算のしかたを理
解する。
●１位数と１位数との加法の計算の技能を確実に身につける。

指導計画（全１１時間＋６Ｍ）　評価の四観点記号　♠関心・意欲　♣思考　♥表現　♦知識・理解

学級担任＋学生教育ボランティア※

小単元 時 学　習　内　容 評　価　の　観　点

く
り
あ
が
り
の
あ
る
た
し
ざ
ん

1

・加法が用いられる場面を理解し、繰り上
がりのある加法の答えの求め方を考える。
・１０のかたまりをつくればよいことを知
る。

・９にたす計算のしかたが分かる。♦

2

・繰り上がりのある加法の計算で、１０の
かたまりの作り方を考える。
・１０のかたまりを作るには、加数を分解
すればよいことを知る。

・１０のかたまりを作るために加数の３を１と２に
というように分解して考えることができる。♣♥

いちごタイム1
被加数６～９で加数を分解する加法計算ができ
る。♥♦

3
・被加数を分解することによって１０のか
たまりをつくり場合について考える。

・１０のかたまりが作りやすいように考えること
ができる。♣♥

いちごタイム2
被加数２～５で被加数を分解する加法計算が
できる。♥♦

4

・８＋６について計算方法をいろいろ考え
る。
・１０のかたまりを作る方法がいろいろあ
ることに気づく。

・加数分解、被加数分解の考え方や５と５を合
わせて１０を作るという考え方など、いろいろな
方法で考えることができる。♠♣

5 ・いろいろな方法でたし算の計算をする。 ・繰り上がりのある計算が正しくできる。♥

いちごタイム3
加数・被加数ともに６以上の加法計算ができ
る。♥♦

6
・加法の場面であることを理解し、立式す
る。

・加法の問題であることを判断できる。♣

本時 7

・問題作りの活動を通して、加法の意味の
理解を深める。
・自分の作った問題を発表したり友達の問
題を解くことができる。

・進んでいろいろな加法の問題場面を想起し
て、問題作りに取り組むことができる。　・問題
を発表したり、たし算になる理由や解き方など
を自分なりに伝えることができる。♠♣

カ
ー

ド
れ
ん
し
ゅ
う

いちごタイム4 ともだちの問題を解く。♥♦

8
・繰り上がりのある加法の計算カードを作
り、計算練習をする。

・自分の学習した計算をすべて書き上げてみよ
うとする。♠♥

いちごタイム5 計算カードを使って計算練習する。♥♦

9
・答えが同じカードを集め、被加数と加数
の関係を考える。

・１つの数をいろいろな数の和として考えること
ができる。♠♣

10
・計算カードを使ってゲームをし、計算に
習熟する。

・意欲的にゲームに取り組むことができる。♠♥

いちごタイム6 計算カードを使ってカードゲームをする。♠♥

おけい 11
・既習事項の、理解を深める。
・折り込みの計算ゲームをする。

・意欲的にゲームに取り組むことができる。♠♥

※学生教育ボ
ランティア

１年生には週２時間ずつついてもらっています。他学年は週１時間で、少人数の
どのコースにつくかは学習内容により決めています。



今日の授業 ５校時　１３：３０～１４：１５

※６年生の授業と時差をつけました。

１年生教室

１年１・２組教室 ボランティアの動き

ねらい
問題作りの活動と、ともだちの問題を解く
活動を通して、加法の意味の理解を深め
る。

１０のかたまりをつくり、答えをだすこと
を順番に声にだしながらたしかめる。
掲示１

問題づくりをすることを知らせ、約束を確
かめる。

約束が確認できているか様子
をみて声かけする。

たしざんの問題を作ること、今日は式にあ
てはまる問題をつくることを確認する。
掲示２

掲示２を見るよう指示する。

各自、自分のペースで問題づくりをする。
迷っている児童にアドバイス
をしたりヒントを与えたりす
る。

思い付かない場合には絵を与えるなどヒン
トを出す。

ヒント用紙を用意しておく。

できた問題を発表し、みなで解いて、足し
算の問題になっていること、繰り上がりの
計算の仕方、答えなど自分なりの言葉で説
明する。

できた問題を紙に聞き書きし
て掲示していく。
掲示３

なるべく多くの児童が自分なりの言葉で発
言できるように支援する。

評価

進んでいろいろな加法の問題場面を想起し
て、問題づくりに取り組むことができい
る。問題を発表したり、たし算になる理由
や解き方などを自分なりに伝える事ができ
る。

１年１・２組　学級担任 ボランティアの動き

繰り上がりのあるたしざんの計算のしかたを確認する。

個に応じた指導・留意点等

学習活動



個

2年生 かけ算（２） 教科書 P.13～40

単元の目標 .
・乗法が用いられる場合について知り、それを式で表したり、その式を読んだりする。

・乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ、それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたりす

   ることに生かす。

・乗法九九について知り、１位数と１位数の乗法の計算が確実にできる。

指導計画（全２6時間＋７Ｍ） 評価の四観点記号　♠関心・意欲　♣思考　♥表現　♦知識・理解
均等割３コース

小単元 時 学習内容 評価の観点
２の段 1 ・１台に２人ずつ乗っている自動車の何台分かの人数を、乗法 ・２の段の九九の構成が分かる。♥♦
の九九 　の式で求める。

・「九九」の意味を知る。
2 ・２の段の九九のカードを作り覚える。 ・２の段の九九を唱えることできる。♣♥
・２の段の九九の場面を絵で表す。
・２の段の九九になる問題を作る。

５の段 3 ・一皿に５個ずつ載っているお菓子の何皿分かの個数を、乗法 ・５の段の九九の構成が分かる。♥♦
の九九  　の式で求める。

4 ・５の段の九九のカードを作り覚える。 ・５の段の九九を唱えることができる。♥
・５の段の九九の場面を絵に表す。　　
・５の段の九九の式になる問題を作る。　

いちごタイム１ ・２の段、５の段の九九を唱えることができる。
３の段 5 ・身の回りの一つ分の大きさが３である物の、いくつ分かの個 ・３の段の九九の構成が分かる。
の九九    数を乗法の式で求める。 ・３の段の九九の答えは、３ずつ大きくなっていることが理解

・乗数が１増えると、積は３増えることを知る。  　できる。　♣♥♦
6 ・３の段の九九のカードを作り、覚える。 ・３の段の九九を唱えることができる。♣♥
・絵や文章の問題を解決する。

いちごタイム２ ・３の段の九九を唱えることができる。♥♦
４の段 7 ・身の回りの一つ分の大きさが４である物の、いくつ分かの個 ・４の段の九九の構成が分かる。　
の九九 　数を、乗法の式で求める。 ・４の段の九九の答えは、４ずつ大きくなっていることが理解

・乗数が１増えると、積は４増えることを知る。  　できる。♣♥♦
8 ・４の段の九九のカードを作り、覚える。　 ・４の段の九九を唱えることができる。♥
・４の段の九九を用いて、問題を解決する。

いちごタイム３ ・４の段の九九を唱えることができる。♥♦
カード 9 ・２、３，４，５の段の乗法の式と答えのカードで、答え取りのゲームをする。 ・進んでゲームに参加し、九九の答えを速く、正確に考えようとする。♠♥

遊び 10 ・２，３，４，５の段の乗法の式と答えのカードで、カード合わせゲームをする。 ・進んでゲームに参加し、九九の答えを速く、正確に考えようとする。♠♥

11 ・２、３，４，５の段の乗法の式と答えのカードで、大きさ比べや「神経衰弱」 ・進んでゲームに参加し、九九の答えを速く、正確に考えようとする。♠♥
　ゲームをする。

６の段 12 ・身の回りの、一つ分の大きさが６である物の、いくつ分かの ・乗数が１増えると、積は被乗数分だけ増えることが理解できる。
の九九   数を乗法の式で求める。 　                   ♣♥♦

・６の段の九九を作る。　
・乗法が１増えると、答えは被乗数分だけ増えることを知る。

13 ・６の段の九九の唱え方を知る。 ・６の段の九九を唱えることができる。♥
・カードを作り、練習して覚える。
・６の段の九九を使って、乗法の式と答えを求める練習をする。

14 ・６の段のきまりを見つける。 ・乗数を分解したり交換法則を利用して、多様な考え方で解決
   することができる。♠♣

いちごタイム４ ・６の段の九九を唱えることができる。♥♦
問題 15 ・文章問題を解決する。 ・乗法を使って問題を解決する。♣♥
演習 ・かけ算の計算をする。

16 ・答えの一の位が２，４，６，８に色塗りしてかくれている絵を見つける。 ・乗法を活用して、興味を持って解決する。♠♥
・同じような問題を作り、解き合う。

いちごタイム５ ・２，３，４，５，６の段の九九を唱えることができる。♥♦
７の段 17 ・身の回りの、一つ分の大きさが７である物の、いくつ分かの　・乗数の増え方と積の増え方を関係づけることができる。♣♦
の九九   個数を乗法の式で求める。

・７の段の九九を作る。
・７×５と７×４の答えの大きさを比べ、答えは被乗数分だけ
　増えることを知る。

本時 18 ・７の段の九九の唱え方を知り、それを使って乗法の答えを求める 。 ・７の段の九九を唱えられ、適用場面に使うことができる。♥
８の段 19 ・一人８㎝ずつのテープを配るとき、何人分かの長さを乗法の ・７の段までの考え方を用いて、８の段の九九を構成できる。♣♦
の九九    式で求める。

・８の段の九九を作り、気づいたことを発表する。
20 ・８の段の九九の唱え方を知り、それを使って乗法の答えを求める。 ・８の段の九九を唱えられ、適用場面に使うことができる。♥

いちごタイム６ ・７の段、８の段の九九を唱えることができる。♥♦
９の段 21 ・１チーム９人で野球するとき、チーム数の人数を乗法の式で求める。 ・８の段までの考え方を用いて、９の段の九九を構成できる。♣♦
の九九 ・９の段の九九を作り、気づいたことを発表する。

22 ・９の段の九九の唱え方を知り、それを使って乗法の答えを求める。 ・９の段の九九を唱えられ、適用場面に使うことができる。♥
１の段 23 ・１の段の九九を構成する。 ・３の段、２の段から類推して、立式できる。♣♥♦
の九九 24 ・１の段の九九の唱え方を知り、それを使って乗法の答えを求める。 ・１に何をかけても、答えは、乗数と同じになることが理解できる。♣♥
まとめ 25 ・既習事項のまとめをする。 ・乗法の性質やきまりを使って、答えを求めることができる。♣

いちごタイム７ ・９の段、１の段の九九を唱えることができる。♥♦
習熟度別３コース

チューリップコース ひまわりコース さくらコース
小単元 時 学習内容 評価の観点 時 学習内容 評価の観点 時 学習内容 評価の観点
どんな 26 ・問題の仕組みを

調べて、分かるこ
とや分からないこ
とをはっきりさせ
る。

・問題の仕組みを図
に書いて説明した
り、演算を決定したり
することができる。♣

26 ・問題の仕組みを
調べて、分かるこ
とや分からないこ
とをはっきりさせ
る。

・問題の仕組みを図
に書いて説明し た
り、演算を決定したり
することができる。♣

26 ・問題の仕組みを
調べて、分かるこ
とや分からないこ
とをはっきりさせ
る。

・問題の仕組みを図

り、演算を決定したり
することができる。♣

計算に に書いて説明した
なるの
かな



今日の授業 ３校時　１０：３０～１１：２５

２年１組教室 ２年２組教室 第２学習室

いぬコース コアラコース うまコース

ねらい ○７の段の九九の呼称を知り、唱える。

○７の段の九九を用いて、問題作りをする。

７の段の唱え方を知る。

・７の段の九九表を提示し、式と答えを確かめさせる。

・七一が７から順に唱えるが、定着度に合わせて、「逆から」「表を見ないで」

　などの練習も取り入れる。

７の段の九九ゲームをする。

・ゲームのしかたを知らせる。

・数種類のゲームを通して、７の段の九九を覚えられるようにする。

７の段の九九を使って問題作りをする。

・７の段の九九を使う場面を想像し、問題づくりができるよう声かけする。

・問題づくりの条件（式指定・答え指定・絵指定・場面指定など）を決める。

・作った問題を発表し合う。

自己評価をする。

評価 ○７の段の九九の呼称を知り、唱えることができたか。

　 ○７の段の九九を使う場面が分かり、問題をつくることができたか。

２階　２年１組教室 ２階　２年１組教室 ２階　第２学習室

コース
名の由
来

親しみやすさを考えて、担当教諭の好きな動物を選んで名付けました。児童は均
等に分かれています。習熟度で行うときは「さくら・ひまわり・チューリップ」
という植物名です。



３年生　あまりのあるわり算 教科書Ｐ．２５～２９

単元の目標 ○除法の意味の理解を深め、それを用いることができるようにする。

・余りのある除法が用いられる場面について理解し、式に表したり、式

   を読んだりできる。

・余りの意味について理解し、除数と余りの大きさについて考えること

   ができる。

・除数と小がともに１位数である除法の計算が確実にできる。

指導計画（全４時間＋２Ｍ） 評価の四観点記号　♠関心・意欲　♣思考　♥表現　♦知識・理解

習熟
度別

じっくりコース しっかりコース チャレンジコース

時 学習内容 評価の観点 学習内容 評価の観点 学習内容 評価の観点

　
　
　
1
　
　
本
時

・分けると
き、余りが出
る場合もわり
算の立式がで
き、答えを乗
法九九を用い
て求めること
ができる。

・既習の除法の
計算のしかたを
もとに、余りのあ
る除法の計算の
仕方を考えるこ
とができる。（包
含除のみ）♠♣♥

・分けると
き、余りが出
る場合もわり
算の立式がで
き、答えを乗
法九九を用い
て求めること
ができる。

・既習の除法の
計算のしかたを
もとに、余りのあ
る除法の計算の
仕方を考えるこ
とができる。（包
含除・等分除）♠
♣♥

・分けると
き、余りが出
る場合もわり
算の立式がで
き、答えを乗
法九九を用い
て求めること
ができる。

・既習の除法の
計算のしかたを
もとに、余りのあ
る除法の計算の
仕方を考えるこ
とができる。（包
含除・等分除）
・文章題をとき理
解を確かめる。
♠♣♥

2

・余りのある
わり算の除数
と余りを調
べ、除数と余
りの関係を知
る。

・除法では、余り
はいつも除数よ
り小さくなること
が分かる。♣♥♦

・余りのある
わり算の除数
と余りを調
べ、除数と余
りの関係を知
る。

・除法では、余り
はいつも除数よ
り小さくなること
が分かる。♣♥♦

・余りのある
わり算の除数
と余りを調
べ、除数と余
りの関係を知
る。

・除法では、余り
はいつも除数よ
り小さくなること
が分かる。♣♥♦

いちごタイム１ 計算練習♥♦

3

・余りのある
わり算の問題
を解き、除法
についての理
解を深める。

・除法の具体的
な場面と結びつ
けながら、余りを
正しく処理する
ことができる。♣♥

・余りのある
わり算の問題
を解き、除法
についての理
解を深める。

・除法の具体的
な場面と結びつ
けながら、余りを
正しく処理する
ことができる。
・余りのあるわり
算の問題づくり
をする。♣♥

・余りのある
わり算の問題
を解き、除法
についての理
解を深める。

・除法の具体的
な場面と結びつ
けながら、余りを
正しく処理する
ことができる。
・余りのあるわり
算の問題をつく
り、互いに解き
合う。♣♥

4

・既習事項の
まとめをす
る。

・色々な問題を
通して、余りのあ
るわり算を理解
する。♥

・既習事項の
まとめをす
る。

・色々な問題を
通して、余りのあ
るわり算を理解
する。♥

・既習事項の
まとめをす
る。

・色々な問題を
通して、余りのあ
るわり算を理解
する。♥

いちごタイム２ 計算練習（文章題）♥♦
じっくりコース しっかりコース チャレンジコース



今日の授業 ４校時　　　１１：３０～１２：１５
教科書Ｐ．２５

３年2組 ３年1組 第２学習室

じっくりコース しっかりコース チャレンジコース

ねらい 余りのあるわり算の意味と計算のしかたを理解する。

　

評価 余りのある割り算の意味と計算のしかたが理解できたか。

２階　３年2組 ２階　３年1組 ２階　第２学習室

⑤包含除の立式、計
算の練習をする。

⑤等分除の立式、計算
の練習をする。

④わかったことをまとめる。

自己評価カードに記入

＊どの数字を使うか、何算になるかを考え、発表し合い、全員で確認する。
　以前学習したわり算と違うところを考え、割り切れないことを確認する。
・式を書く　２３÷４

・５ふくろで３こあまる。・６ふくろはできない。・「わりきれる」「わりきれ
ない」意味を確かめる。・答えの書き方を確かめる。
＊自分の考えと友達の考えを比べながら聞くようにする。

＊今日の学習でわかったことを発表する。
　・余りのあるわり算であること。
　・わり切れない場合も、九九を使い、その後引き算で答えを出すこと。

＊どうしたら答えが求められるか考え、ノートに書く。
・タイルを分ける。　・絵に書いて考える。　・かけ算を使う。　・穴あき九九
を使う。　・わり算と引き算を使う。・・・など。

③答えや計算のしかたを発表する。

①問題を読み、立式する。（包含除）

②余りのあるわり算23÷４の計算のしかたを考える。

⑤包含除・等分除の立
式、計算の練習をす
る。

・問題を読み、立式し、
   計算の仕方を考える。
＊分け方は違うが、等分
   除の場合もわり算を
   使って答えを求められ
   ることが分かる。

・問題を読み、立式し、
   計算の仕方を考える。
・包含除、等分除の 文
   章題をつくる。

・問題を読み、立式し、
   計算の仕方を考える。
＊具体物を操作し、余り
　のあるわり算の意味が
　分かり、計算が確実に
　できるようにする。



４年生　いちごタイム

年間指導計画 ９月 ２けたでわるわり算の練習５Ｍ

１Ｍ（モジュール）＝15分
国語とほぼ同時間配当 10月

２けたでわるわり算の練習、
面積の計算５Ｍ

内　　　容 11月
面積の計算・
小数のたし算数・ひき算５M

４月 ３年生の復習３Ｍ 12月 概数練習問題５M

５月
電卓を使って計算しよう２Ｍ
大きな数３Ｍ

１月
折れ線グラフを書こう
式と計算問題６M

６月
計算のしかた３Ｍ
円や球を見つけよう３Ｍ

２月
式と計算問題
分数６M

7月
1けたでわるわり算の練習、角度を
はかる３Ｍ

３月 ともなって変わる量練習問題５M

今日のいちごタイム    13:30～13:45
１組教室 ２組教室

ねらい 小数のたし算・ひき算の筆算が確実にできるようにする。

筆算の書き方、手順について確かめる。

今までの学習をふりかえり、小数の筆算について思い起こさせる。

プリントの問題を解く。

数種類用意して先に進めるようにし、解答用紙で答え合わせをしたら次のプリント
に移るよう指示する。

まちがったところはやりなおす。

机間巡視し、つまずいている児童に個別指導する。

プリントを提出する。

評価 小数の筆算方法に習熟できたか。♥表現・処理　♦知識・理解

　 ３階　４年生教室

個に応じた指導・留意点等

学習活動



９月 小数のかけ算２Ｍ・小数のわり算３Ｍ

10月 小数のわり算３Ｍ・図形の角３Ｍ

内　　　容 11月 図形の面積５Ｍ

４月 4年の復習５Ｍ 12月 分数２Ｍ・２学期の復習２Ｍ

５月 小数と整数３Ｍ・小数のかけ算２Ｍ １月 分数３Ｍ・円２Ｍ

６月 小数のかけ算６Ｍ ２月 割合とグラフ６Ｍ

７月
いろいろな四角形２Ｍ・１学期の復習
2Ｍ

３月 ５年の復習４Ｍ

１組教室 ２組教室

ねらい

評価

　

今までの学習をもとに考えるとよいことを確かめる。

面積の求め方を復習する。

３階　５年生教室

今日のいちごタイム    13:30～13:45

面積の求め方に習熟できたか。�表現・処理　�知識・理解

答え合わせをする。

進み具合をチェックし、個別に指導する。

算数ドリル Ｐ.２３の問題を解く。

５年生　いちごタイム

年間指導計画
１Ｍ（モジュール）＝15分
国語とほぼ同時間配当

図形の面積の求め方に習熟する。



6年生 分数のかけ算とわり算（２） 教科書Ｐ．11～２０

単元の目標 ●分数の乗法及び除法の意味について理解し、それらを適切に用いることができるようにする。

　・乗数や除数が整数である乗法及び除法の意味について理解すること。

　・分数の乗法及び除法の計算のしかたを考え、それらの計算ができること。

指導計画（全１２時間＋６Ｍ） 評価の四観点記号　♠関心・意欲　♣思考　♥表現　♦知識・理解
緑コース 青コース 赤コース

時 学習内容 評価の観点 学習内容 評価の観点 学習内容 評価の観点

1

分数をかける意味と立
式のしかたを理解す
る。

分数の乗法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

分数をかける意味と立
式のしかたを理解す
る。

分数の乗法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

分数をかける意味と立
式のしかたを理解す
る。

分数の乗法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

2

（分数）×（分数）の
計算のしかたを理解す
る。

分数の乗法の計算の
しかたが分かる。♦♥

（分数）×（分数）の
計算のしかたを理解す
る。

分数の乗法の計算の
しかたが分かる。♦♥

（分数）×（分数）の
計算のしかた、計算の
途中での約分のしかた
を理解する。

・分数の乗法の計算
のしかたがわかり、途
中で約分しながらでき
る。♦♥

いちごタイム1 （分数）×（分数）の計算ができる。♥♦

3

（分数）×（分数）の
計算で、途中での約分
のしかたを理解する。

（分数）×（分数）の計
算を途中で約分しな
がらできる。♥♦

（分数）×（分数）の
計算で、途中での約分
のしかたを理解する。

（分数）×（分数）の計
算を途中で約分しな
がらできる。♥♦

（整数）×（分数）、
（分数）×（整数）の
計算と、（分数）×
（分数）の計算の関係
を理解する。

既習の計算のしかた
をもとに考えることがで
きる。♣♥

4

（整数）×（分数）、
（分数）×（整数）の
計算と、（分数）×
（分数）の計算の関係
を理解する。

既習の計算のしかた
をもとに考えることがで
きる。♣♥

（整数）×（分数）、
（分数）×（整数）の
計算と、（分数）×
（分数）の計算の関係
を理解する。

既習の計算のしかた
をもとに考えることがで
きる。♣♥

分数でわる意味と立式
のしかたを理解する。

分数の除法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

いちごタイム2 （分数）×（分数）の計算を途中で約分しながらできる。♥♦

5

分数でわる意味と立式
のしかたを理解する。

分数の除法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

分数でわる意味と立式
のしかたを理解する。

分数の除法の立式の
根拠について、ことば
の式や図を手がかりに
進んで説明しようとす
る。♠♣

（分数）÷（分数）の
計算のしかたを考え
る。

分数の除法の計算方
法について、進んで
理解しようとする。♠♣

6

（分数）÷（分数）の
計算のしかたを考え
る。

分数の除法の計算方
法について、進んで
理解しようとする。♠♣

（分数）÷（分数）の
計算のしかたを考え
る。

分数の除法の計算方
法について、進んで
理解しようとする。♠♣

（分数）÷（分数）の
計算のしかた、計算の
途中で約分のしかたを
理解する。

・分数の除法の計算
のしかたがわかり、途
中で約分しながらでき
る。♦♥

7

（分数）÷（分数）の
計算のしかたを理解す
る。

分数の除法の計算の
しかたが分かる。♦

（分数）÷（分数）の
計算のしかたを理解す
る。

分数の除法の計算の
しかたが分かる。♦

分数の乗法や除法を適
用する問題で、その数
量関係をとらえて演算
決定し、問題解決でき
る。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

いちごタイム3 （分数）÷（分数）の計算ができる。♥♦

8

（分数）÷（分数）の
計算で、計算の途中で
約分のしかたを理解す
る。

（分数）÷（分数）の計
算を途中で約分しな
がらできる。♥♦

（分数）÷（分数）の
計算で、計算の途中で
約分のしかたを理解す
る。

（分数）÷（分数）の計
算を途中で約分しな
がらできる。♥♦

分数の乗法や除法を適
用する問題で、その数
量関係をとらえて演算
決定し、問題解決でき
る。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

いちごタイム4 （分数）÷（分数）の計算を途中で約分しながらできる。♥♦

9
 
本
時

分数の除法を適用する
問題で、その数量の関
係をとらえて演算決定
し、問題解決できる。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

分数の乗法や除法を適
用する問題で、その数
量の関係をとらえて演
算決定し、問題解決で
きる。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

分数の乗法や除法を適
用する問題作りを通し
て、分数の乗法や除法
の使われる場面につい
ての理解を深める。

条件をもとに、進んで
作問しようとする。♠♣♥

10

分数の乗法や除法を適
用する問題で、その数
量の関係をとらえて演
算決定し、問題解決で
きる。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

分数の乗法や除法を適
用する問題で、その数
量の関係をとらえて演
算決定し、問題解決で
きる。

数量の関係をとらえ
て、立式し、問題解決
することができる。♣♠

既習事項のまとめをす
る。

いちごタイム5 （整数）÷（分数）の計算ができる。♥♦

１１

分数の乗法や除法を適
用する問題作りを通し
て、分数の乗法や除法
の使われる場面につい
ての理解を深める。

原題をもとに、進んで
作問しようとする。♠♣♥

分数の乗法や除法を適
用する問題作りを通し
て、分数の乗法や除法
の使われる場面につい
ての理解を深める。

条件をもとに、進んで
作問しようとする。♠♣♥

既習事項をもとに、条
件にあった（分数）×
（分数）計算を考え
る。

既習事項をもとに、根
拠をもって、いろいろ
な分数の計算をつくろ
うとする。♠♣♥

いちごタイム6 （分数）×（分数）・（分数）÷（分数）の計算ができる。♥♦

12

既習事項のまとめをす
る。

既習事項のまとめをす
る。　既習事項をもと
に、条件にあった（分
数）×（分数）計算を
考える。

既習事項をもとに、根
拠をもって、いろいろ
な分数の計算をつくろ
うとする。♠♣♥

整数・小数・分数の四
則計算を使った問題作
りをし、できた問題を
お互いにやってみる。

興味や関心をもって、
問題に取り組もうとす
る。♠♣♥

緑コース 青コース 赤コース



今日の授業 ５校時　１３：４５～１４：３０

６年２組教室 ６年１組教室 第１学習室

緑コース 青コース 赤コース

ねらい

分数の除法を適用する問題
で、その数量の関係をとらえ
て正しく立式し、問題解決で
きる。

分数の乗法や除法を適用する
問題で、その数量の関係をと
らえて正しく立式し、問題解
決できる。

分数の乗法や除法を適用する
問題作りを通して、分数の乗
法や除法の使われる場面につ
いての理解を深める。

数量の関係を正しくとらえ
るために、数直線に表した
り、問題の中の数値を簡単
にしたりして問題の構造を
つかめるようにする。

 
立式の根拠について説明でき
るよう、数直線などを提示す
る。

難易度の違うプリントを３種
類用意し、児童が自分で選ん
で取り組めるようにする。

評価

数量の関係をとらえて、立式
し、問題解決することができ
たか。

数量の関係をとらえて、立式
し、問題解決することができ
たか。

問題づくりを通して、分数の
乗法や除法の使われる場面に
ついての理解を深められた
か。

　 ３階　６年２組教室 ３階　６年１組教室 ２階　第１学習室

分かっていることや、求め
るものは何かを、しっかり
ととらえられるようにす
る。

問題文を読み、課題をつか
む。

絵図の中の問題から、課題
をつかむ。

式から問題文を作る時
に、乗法と除法の条件を
確かめながら、作問の仕
方を考える。

自己評価カードに記入

長さが3/4ｍで，重さが
9/５㎏の鉄の棒がありま
す。同じ鉄の棒１ｍの重さ
は何㎏でしょうか。

①１㎡の畑に６/７ℓの水を
まくとすると、２/３㎡の畑に
は何ℓの水がいりますか。

解決の見通しを立てる。

②３/４dℓのペンキで、家の
かべを２/５㎡ぬれました。
このペンキ１dℓでは、かべ
を何㎡ぬれますか。

解決の方法を考え、ノート
に書く。

数量の関係を正しく捉えら
れない児童にはヒントカー
ドを用いて考えるように促
し、問題の構造をつかめる
ようにする。

自分の考えを発表し合い、
検討する。

立式の根拠について説明でき
るよう、数直線などを提示す
る。

提示された式と条件から、
問題文をつくり、
さらに自分で解いてみる。

(式)４/５×２/３
(条件の足りない問題文)
４/５kgの２/３mは何
kg？
(式)４/５÷２/３
(誤った構造で、条件も足
りない問題文)
４/５kgの２/３は何ｍ？

例：3/5×1/２
　　3/5÷1/２
　（速さの場面）
　（畑の水まき場面）
　（ペンキぬりの場面）
つくった問題の図をかく、式
をたてる、問題を解くという
ことを通して、見直すよう指
導する。

プリントの問題を解く。

難易度の違うプリントを３
種類用意し、児童が自分で
選んで取り組めるようにす
る。

つくった問題を黒板に貼っ
て発表する。

問題の構造と、問題の中の数
量関係を正しくとらえられる
ようにする。

次時は、つくった問題をお互
いに解きあうことを伝える。

プリントの問題を解く。

自分の考えを発表し合い、
検討する。

解決の方法を考え、ノー
トに書く。
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